
(57)【要約】

【課題】フレームレート及び音線密度の少なくとも一方

を向上する。

【解決手段】　超音波探触子と、１つの超音波画像を得

るための走査面を音線方向の異なる２本の超音波ビーム

で並行して走査するべく前記超音波探触子を駆動する走

査手段と、互いに干渉しないように各超音波ビームの位

相を９０゜異ならせる位相分割手段とを具備する。

【選択図】図１７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 探 触 子 と 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 を 音 線 方 向 の 異 な る ２ 本 の 超 音
波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る べ く 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 す る 走 査 手 段 と 、 互 い に 干 渉 し
な い よ う に 各 超 音 波 ビ ー ム の 位 相 を ９ ０ ゜ 異 な ら せ る 位 相 分 割 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 フ レ ー
ム レ ー ト お よ び 音 線 密 度 の 少 な く と も 一 方 を 向 上 す る こ と が 出 来 る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 お
よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 を １ つ の 超 音 波 ビ ー
ム で 走 査 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 ｎ （ ≧ ２ ） 個 の 符 号 の 組 か ら な る 符 号 系 列 を 構 成 す る 一 つ の 符 号 で 超 音 波 ビ ー ム
を 変 調 し て 送 信 し 且 つ 受 信 し た エ コ ー 信 号 を 復 調 す る こ と を 同 一 音 線 に つ い て 順 に 符 号 を
変 え な が ら ｎ 回 繰 り 返 し て コ ン パ ウ ン ド （ compound） 画 像 を 得 る 符 号 励 起 法 （ Coded Exci
tation） が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 同 一 音 線 に つ い て 周 波 数 を 変 え な が ら ｎ 回 送 受 信 を 繰 り 返 し て コ ン パ ウ ン ド 画 像
を 得 る 周 波 数 コ ン パ ウ ン ド 法 や 、 同 一 音 線 に つ い て 位 相 を 変 え な が ら ｎ 回 送 受 信 を 繰 り 返
し て コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 得 る 位 相 コ ン パ ウ ン ド 法 や 、 同 一 部 位 に つ い て 音 線 方 向 を 変 え な
が ら ｎ 回 送 受 信 を 繰 り 返 し て コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 得 る 空 間 コ ン パ ウ ン ド 法 が 知 ら れ て い る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 フ レ ー ム レ ー ト を 上 げ る た め に 音 線 密 度 を 粗 く す れ ば 空 間
分 解 能 が 低 下 し 、 空 間 分 解 能 を 上 げ る た め に 音 線 密 度 を 密 に す れ ば フ レ ー ム レ ー ト が 低 下
す る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 符 号 励 起 法 や 周 波 数 コ ン パ ウ ン ド 法 や 位 相 コ ン パ ウ ン ド 法 で は 、 同 一 音 線 に つ い
て 送 受 信 を ｎ 回 繰 り 返 す た め 、 フ レ ー ム レ ー ト が １ ／ ｎ に 落 ち て し ま う 問 題 点 が あ っ た 。
　 ま た 、 空 間 コ ン パ ウ ン ド 法 で は 、 同 一 部 位 に つ い て 音 線 方 向 を 変 え な が ら 送 受 信 を ｎ 回
繰 り 返 す た め 、 フ レ ー ム レ ー ト が １ ／ ｎ に 落 ち て し ま う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 フ レ ー ム レ ー ト お よ び 音 線 密 度 の 少 な く と も 一 方 を 向 上 す る
こ と が 出 来 る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 を ｍ （ ≧ ２ ） 面 の サ
ブ 走 査 面 に 分 割 し 、 各 サ ブ 走 査 面 を 別 個 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る と 共 に 、 互 い
に 干 渉 し な い よ う に 各 超 音 波 ビ ー ム を 変 調 し て 送 信 し 且 つ 受 信 し た 各 エ コ ー 信 号 を 復 調 す
る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 で は 、 並 行 し て 送 信 す る 超 音 波 ビ ー ム や 受 信
す る エ コ ー 信 号 が 干 渉 し な い よ う に 変 復 調 し 、 ｍ （ ≧ ２ ） 面 の サ ブ 走 査 面 を 並 行 し て 走 査
す る か ら 、 フ レ ー ム レ ー ト を ｍ 倍 に す る か 、 又 は 、 音 線 密 度 を ｍ 倍 に 出 来 る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 を 音 線 方 向 の 異 な る
ｍ （ ≧ ２ ） 本 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る と 共 に 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に 各 超 音
波 ビ ー ム を 変 調 し て 送 信 し 且 つ 受 信 し た 各 エ コ ー 信 号 を 復 調 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
ス キ ャ ン 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 で は 、 並 行 し て 送 信 す る 超 音 波 ビ ー ム や 受 信
す る エ コ ー 信 号 が 干 渉 し な い よ う に 変 復 調 し 、 音 線 方 向 の 異 な る ｍ （ ≧ ２ ） 本 の 超 音 波 ビ
ー ム で 並 行 し て 走 査 す る か ら 、 フ レ ー ム レ ー ト を ｍ 倍 に す る か 、 又 は 、 音 線 密 度 を ｍ 倍 に
出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 に お い て 、 ｎ （ ≧ ｍ ） 個 の
符 号 の 組 か ら な る 符 号 系 列 の 一 つ の 符 号 で 超 音 波 ビ ー ム を 変 調 し 且 つ エ コ ー 信 号 を 復 調 す
る こ と を 順 に 符 号 を 変 え な が ら 同 一 音 線 に つ い て ｎ 回 繰 り 返 す と 共 に 、 並 行 し て 走 査 す る
超 音 波 ビ ー ム で は 互 い に 直 交 す る 符 号 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 を 提
供 す る 。
　 上 記 構 成 に お い て 、 「 符 号 が 直 交 す る 」 と は 、 ２ つ の 符 号 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 位 相 の 差
が “ ９ ０ ゜ ” に な る よ う な ２ つ の 符 号 の 関 係 ま た は ２ つ の 符 号 に そ れ ぞ れ 対 応 す る ベ ク ト
ル の 内 積 が “ ０ ” に な る よ う な ２ つ の 符 号 の 関 係 を 意 味 す る 。
　 上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 で は 、 符 号 変 調 コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 得 る こ と
が 出 来 る と 共 に 、 フ レ ー ム レ ー ト を ｍ 倍 に す る か 、 又 は 、 音 線 密 度 を ｍ 倍 に 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 に お い て 、 前 記 符 号 系 列 が
、 ゴ ー レ イ 符 号 系 列 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 で は 、 ゴ ー レ イ 符 号 系 列 に よ る 符 号 変 調 コ ン
パ ウ ン ド 画 像 を 得 る こ と が 出 来 る と 共 に 、 フ レ ー ム レ ー ト を ｍ 倍 に す る か 、 又 は 、 音 線 密
度 を ｍ 倍 に 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 に お い て 、 ｍ ＝ ２ ， ｎ ＝ ２
で あ り 、 第 １ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ， １ ） ， （ １ ， － １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い 、 第 ２
の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ， － １ ） ， （ １ ， １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 で は 、 ゴ ー レ イ 符 号 系 列 に よ る 符 号 変 調 コ ン
パ ウ ン ド 画 像 を 得 る こ と が 出 来 る と 共 に 、 フ レ ー ム レ ー ト を ２ 倍 に す る か 、 又 は 、 音 線 密
度 を ２ 倍 に 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 に お い て 、 ｍ ＝ ４ ， ｎ ＝ ４
で あ り 、 第 １ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ， １ ） ， （ １ ， １ ） ， （ １ ， － １ ） ， （ １ ， － １ ）
の 符 号 を こ の 順 に 用 い 、 第 ２ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ， － １ ） ， （ １ ， － １ ） ， （ １ ， １
） ， （ １ ， １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い 、 第 ３ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ － １ ， － １ ） ， （ １ ，
１ ） ， （ １ ， － １ ） ， （ － １ ， １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い 、 第 ４ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １
， － １ ） ， （ － １ ， １ ） ， （ １ ， １ ） ， （ － １ ， － １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い る こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 で は 、 ゴ ー レ イ 符 号 系 列 に よ る 符 号 変 調 コ ン
パ ウ ン ド 画 像 を 得 る こ と が 出 来 る と 共 に 、 フ レ ー ム レ ー ト を ４ 倍 に す る か 、 又 は 、 音 線 密
度 を ４ 倍 に 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 を 音 線 方 向 の 異 な る
ｍ （ ≧ ２ ） 本 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る と 共 に 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に 各 超 音
波 ビ ー ム の 周 波 数 帯 域 を 異 な ら せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 で は 、 周 波 数 コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 得 る こ と が
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出 来 る と 共 に 、 フ レ ー ム レ ー ト を ｍ 倍 に す る か 、 又 は 、 音 線 密 度 を ｍ 倍 に 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 を 音 線 方 向 の 異 な る
ｍ （ ≧ ２ ） 本 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る と 共 に 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に 各 超 音
波 ビ ー ム の 位 相 を 異 な ら せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 で は 、 位 相 変 調 コ ン パ ウ ン ド 画 像 を 得 る こ と
が 出 来 る と 共 に 、 フ レ ー ム レ ー ト を ｍ 倍 に す る か 、 又 は 、 音 線 密 度 を ｍ 倍 に 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 を
ｍ （ ≧ ２ ） 面 に 分 割 し て な る 各 サ ブ 走 査 面 を 別 個 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る べ く
前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 す る 走 査 手 段 と 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に 各 超 音 波 ビ ー ム を 変 調
し て 送 信 し 且 つ 受 信 し た 各 エ コ ー 信 号 を 復 調 す る 変 復 調 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法
を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ ０ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 探 触 子
の 振 動 子 を 前 記 各 サ ブ 走 査 面 ご と に 別 個 に 割 り 当 て る 振 動 子 割 当 手 段 を 具 備 し た こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 探 触 子 の 振 動 子 を 各 サ ブ 走 査 面 ご
と に 別 個 に 割 り 当 て る た め 、 回 路 段 階 で の 干 渉 を 完 全 に 抑 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面
を 音 線 方 向 の 異 な る ｍ （ ≧ ２ ） 本 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る べ く 前 記 超 音 波 探 触
子 を 駆 動 す る 走 査 手 段 と 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に 各 超 音 波 ビ ー ム を 変 調 し て 送 信 し 且 つ
受 信 し た 各 エ コ ー 信 号 を 復 調 す る 変 復 調 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装
置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 変 復 調 手 段 は
、 ｎ （ ≧ ｍ ） 個 の 符 号 の 組 か ら な る 符 号 系 列 の 一 つ の 符 号 で 超 音 波 ビ ー ム を 変 調 し 且 つ エ
コ ー 信 号 を 復 調 す る こ と を 順 に 符 号 を 変 え な が ら 同 一 音 線 に つ い て ｎ 回 繰 り 返 す と 共 に 、
並 行 し て 走 査 す る 超 音 波 ビ ー ム で は 互 い に 直 交 す る 符 号 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 符 号 系 列 が 、
ゴ ー レ イ 符 号 系 列 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 ｍ ＝ ２ ， ｎ ＝ ２ で
あ り 、 第 １ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ， １ ） ， （ １ ， － １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い 、 第 ２ の
超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ， － １ ） ， （ １ ， １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-54669 A 2007.3.8



　 第 １ ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 ｍ ＝ ４ ， ｎ ＝ ４ で
あ り 、 第 １ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ， １ ） ， （ １ ， １ ） ， （ １ ， － １ ） ， （ １ ， － １ ） の
符 号 を こ の 順 に 用 い 、 第 ２ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ， － １ ） ， （ １ ， － １ ） ， （ １ ， １ ）
， （ １ ， １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い 、 第 ３ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ － １ ， － １ ） ， （ １ ， １
） ， （ １ ， － １ ） ， （ － １ ， １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い 、 第 ４ の 超 音 波 ビ ー ム で は （ １ ，
－ １ ） ， （ － １ ， １ ） ， （ １ ， １ ） ， （ － １ ， － １ ） の 符 号 を こ の 順 に 用 い る こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面
を 音 線 方 向 の 異 な る ｍ （ ≧ ２ ） 本 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る べ く 前 記 超 音 波 探 触
子 を 駆 動 す る 走 査 手 段 と 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に 各 超 音 波 ビ ー ム の 周 波 数 帯 域 を 異 な ら
せ る 周 波 数 分 割 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面
を 音 線 方 向 の 異 な る ２ 本 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す る べ く 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動
す る 走 査 手 段 と 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に 各 超 音 波 ビ ー ム の 位 相 を ９ ０ ゜ 異 な ら せ る 位 相
分 割 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 ス キ ャ ン 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 ス キ ャ ン 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 フ レ ー ム レ ー ト お よ び 音
線 密 度 の 少 な く と も 一 方 を 向 上 す る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 図 に 示 す 実 施 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本 発
明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
－ 第 １ の 実 施 形 態 －
　 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 構 成 図 で あ る 。
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ と 、 超 音 波 探 触 子 １ を 駆 動 し て 所 望 の 音
線 方 向 に 送 波 パ ル ス を 送 信 す る 送 信 部 ２ と 、 超 音 波 探 触 子 １ で 所 望 の 音 線 方 向 か ら の 超 音
波 エ コ ー を 受 信 し 音 線 信 号 を 出 力 す る 受 信 部 ３ と 、 送 信 部 ２ お よ び 受 信 部 ３ を 制 御 す る ス
キ ャ ン コ ン ト ロ ー ラ ４ と 、 音 線 信 号 を 処 理 し て Ｂ モ ー ド デ ー タ な ど を 出 力 す る 信 号 処 理 部
５ と 、 Ｂ モ ー ド デ ー タ な ど か ら 画 像 デ ー タ を 生 成 す る Ｄ Ｓ Ｃ ６ と 、 画 像 デ ー タ を 基 に し た
画 像 表 示 な ど を 行 う Ｃ Ｒ Ｔ ７ と を 具 備 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 送 信 部 ２ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
　 超 音 波 探 触 子 １ は 、 コ ン ベ ッ ク ス （ convex） 配 列 さ れ た 多 数 の 振 動 子 １ ｅ と 、 振 動 子 １
ｅ を 選 択 し て 駆 動 す る た め の 第 １ セ レ ク タ １ ａ お よ び 第 ２ セ レ ク タ １ ｂ と を 具 備 し て い る
。
　 第 １ セ レ ク タ １ ａ お よ び 第 ２ セ レ ク タ １ ｂ は 、 音 線 方 向 の 変 更 に 応 じ て 図 ２ の 実 線 の 位
置 か ら 破 線 の 位 置 ま で １ 振 動 子 ず つ シ フ ト し て い く 動 作 を 循 環 的 に 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 送 信 部 ２ は 、 符 号 変 調 を 行 う た め の 第 １ エ ン コ ー ダ ２ ａ お よ び 第 ２ エ ン コ ー ダ ２ ｄ と 、
所 望 の 音 線 方 向 に 送 波 パ ル ス を 送 信 す る た め の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｂ お よ び 第 ２ ビ ー ム
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フ ォ ー マ ２ ｅ と 、 振 動 子 １ ｅ を 駆 動 す る た め の 第 １ パ ル サ ２ ｃ お よ び 第 ２ パ ル サ ２ ｆ と を
具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ は 、 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 受 信 部 ３ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
　 受 信 部 ３ は 、 振 動 子 １ ｅ か ら の 信 号 を 増 幅 す る 第 １ プ リ ア ン プ ３ ｃ お よ び 第 ２ プ リ ア ン
プ ３ ｆ と 、 所 望 の 音 線 方 向 か ら の エ コ ー 信 号 を 受 信 す る た め の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｂ お
よ び 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｅ と 、 符 号 復 調 を 行 う た め の 第 １ デ コ ー ダ ３ ａ お よ び 第 ２ デ コ
ー ダ ３ ｄ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 Ｐ は 、 ２ 面 の サ ブ 走 査 面 ｐ １
， ｐ ２ に 分 割 さ れ る 。
　 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ は 、 第 １ セ レ ク タ １ ａ で 選 択 さ れ る 振 動 子 １ ｅ に よ り 形 成 さ れ る 超
音 波 ビ ー ム で 走 査 さ れ る 。
　 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ は 、 第 ２ セ レ ク タ １ ｂ で 選 択 さ れ る 振 動 子 １ ｅ に よ り 形 成 さ れ る 超
音 波 ビ ー ム で 走 査 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ で は 、 第 １ エ ン コ ー ダ ２ ａ が 、 第 １ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ａ
１ （ １ ， １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 １ 回 目 と 同 一 音 線 に つ い て の 第 ２ 回 目 の 送 信 時 は
ゴ ー レ イ 符 号 Ａ ２ （ １ ， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 す る 。 ま た 、 変 調 に 合 わ せ て 、 第 １ デ
コ ー ダ ３ ａ が 、 第 １ 回 目 の 受 信 時 は 符 号 （ １ ， １ ） で エ コ ー 信 号 を 復 調 （ コ ン ボ リ ュ ー シ
ョ ン ） し 、 第 ２ 回 目 の 受 信 時 は 符 号 （ － １ ， １ ） で エ コ ー 信 号 を 復 調 し 、 第 １ 回 目 の 音 線
信 号 と 第 ２ 回 目 の 音 線 信 号 と を 加 算 し て 第 １ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 を 出 力 す る 。
　 な お 、 エ ン コ ー ド 符 号 を 時 間 反 転 し た 符 号 を デ コ ー ド 符 号 と し て い る が 、 エ ン コ ー ド 符
号 を そ の ま ま デ コ ー ド 符 号 と し 且 つ 第 １ 回 目 の 音 線 信 号 と 第 ２ 回 目 の 音 線 信 号 の 差 を 第 １
サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 と し て 出 力 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ で は 、 第 ２ エ ン コ ー ダ ２ ｄ が 、 第 １ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ
１ （ １ ， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 １ 回 目 と 同 一 音 線 に つ い て の 第 ２ 回 目 の 送 信 時
は ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ ２ （ １ ， １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 す る 。 ま た 、 こ れ に 合 わ せ て 、 第 ２ デ
コ ー ダ ３ ｄ が 、 第 １ 回 目 の 受 信 時 は 符 号 （ － １ ， １ ） で エ コ ー 信 号 を 復 調 し 、 第 ２ 回 目 の
受 信 時 は 符 号 （ １ ， １ ） で エ コ ー 信 号 を 復 調 し 、 第 １ 回 目 の 音 線 信 号 と 第 ２ 回 目 の 音 線 信
号 と を 加 算 し て 第 ２ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 を 出 力 す る 。
　 な お 、 エ ン コ ー ド 符 号 を 時 間 反 転 し た 符 号 を デ コ ー ド 符 号 と し て い る が 、 エ ン コ ー ド 符
号 を そ の ま ま デ コ ー ド 符 号 と し 且 つ 第 １ 回 目 の 音 線 信 号 と 第 ２ 回 目 の 音 線 信 号 の 差 を 第 ２
サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 と し て 出 力 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ の （ ａ ） は 、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ に お け る 第 １ 回 目 の 送 信 時 の 、 ゴ ー レ イ 符 号 Ａ １
と 、 第 １ パ ル サ ２ ｃ か ら 出 力 さ れ る 送 波 駆 動 信 号 と 、 振 動 子 １ ｅ か ら 送 出 さ れ る 送 波 パ ル
ス と を 示 し て い る 。
　 図 ５ の （ ｂ ） は 、 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ に お け る 第 １ 回 目 の 送 信 時 の 、 ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ １
と 、 第 １ パ ル サ ２ ｆ か ら 出 力 さ れ る 送 波 駆 動 信 号 と 、 振 動 子 １ ｅ か ら 送 出 さ れ る 送 波 パ ル
ス と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ の （ ａ ） は 、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ に お け る 第 ２ 回 目 の 送 信 時 の 、 ゴ ー レ イ 符 号 Ａ ２
と 、 第 １ パ ル サ ２ ｃ か ら 出 力 さ れ る 送 波 駆 動 信 号 と 、 振 動 子 １ ｅ か ら 送 出 さ れ る 送 波 パ ル
ス と を 示 し て い る 。
　 図 ６ の （ ｂ ） は 、 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ に お け る 第 ２ 回 目 の 送 信 時 の 、 ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ ２
と 、 第 １ パ ル サ ２ ｆ か ら 出 力 さ れ る 送 波 駆 動 信 号 と 、 振 動 子 １ ｅ か ら 送 出 さ れ る 送 波 パ ル
ス と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 ７ は 、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ に お け る 第 １ 回 目 の ゴ ー レ イ 符 号 Ａ １ に 対 応 す る エ コ ー 信
号 と 、 第 １ デ コ ー ダ ３ ａ に よ る 第 １ 回 目 の デ コ ー ダ 符 号 と 、 デ コ ー ド 結 果 の 音 線 信 号 と 、
第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ に お け る 第 ２ 回 目 の ゴ ー レ イ 符 号 Ａ ２ に 対 応 す る エ コ ー 信 号 と 、 第 １
デ コ ー ダ ３ ａ に よ る 第 ２ 回 目 の デ コ ー ダ 符 号 と 、 デ コ ー ド 結 果 の 音 線 信 号 と 、 第 １ 回 目 の
音 線 信 号 と 第 ２ 回 目 の 音 線 信 号 と を 加 算 し て な る 第 １ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 と を 示 す 概 念 図
で あ る 。
　 図 ７ の 第 １ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 を 見 れ ば 判 る よ う に 、 ゴ ー レ イ 符 号 系 列 Ａ １ ， Ａ ２ に よ
る パ ル ス 圧 縮 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ８ は 、 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ に お け る 第 １ 回 目 の ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ １ に 対 応 す る エ コ ー 信
号 と 、 第 ２ デ コ ー ダ ３ ｄ に よ る 第 １ 回 目 の デ コ ー ダ 符 号 と 、 デ コ ー ド 結 果 の 音 線 信 号 と 、
第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ に お け る 第 ２ 回 目 の ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ ２ に 対 応 す る エ コ ー 信 号 と 、 第 ２
デ コ ー ダ ３ ｄ に よ る 第 ２ 回 目 の デ コ ー ダ 符 号 と 、 デ コ ー ド 結 果 の 音 線 信 号 と 、 第 １ 回 目 の
音 線 信 号 と 第 ２ 回 目 の 音 線 信 号 と を 加 算 し て な る 第 ２ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 と を 示 す 概 念 図
で あ る 。
　 図 ８ の 第 ２ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 を 見 れ ば 判 る よ う に 、 ゴ ー レ イ 符 号 系 列 Ｂ １ ， Ｂ ２ に よ
る パ ル ス 圧 縮 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ９ は 、 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ に お け る 第 １ 回 目 の ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ １ に 対 応 す る エ コ ー 信
号 と 、 第 １ デ コ ー ダ ３ ａ に よ る 第 １ 回 目 の デ コ ー ダ 符 号 と 、 デ コ ー ド 結 果 の 音 線 信 号 と 、
第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ に お け る 第 ２ 回 目 の ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ ２ に 対 応 す る エ コ ー 信 号 と 、 第 １
デ コ ー ダ ３ ａ に よ る 第 ２ 回 目 の デ コ ー ダ 符 号 と 、 デ コ ー ド 結 果 の 音 線 信 号 と 、 第 １ 回 目 の
音 線 信 号 と 第 ２ 回 目 の 音 線 信 号 と を 加 算 し て な る 第 １ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 と を 示 す 概 念 図
で あ る 。
　 図 ９ の 第 １ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 を 見 れ ば 判 る よ う に 、 打 ち 消 さ れ て “ ０ ” に な っ て い る
。 す な わ ち 、 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ で の エ コ ー 信 号 が 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ で の エ コ ー 信 号 に
干 渉 し な い こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ に お け る 第 １ 回 目 の ゴ ー レ イ 符 号 Ａ １ に 対 応 す る エ コ ー
信 号 と 、 第 ２ デ コ ー ダ ３ ｄ に よ る 第 １ 回 目 の デ コ ー ダ 符 号 と 、 デ コ ー ド 結 果 の 音 線 信 号 と
、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ に お け る 第 ２ 回 目 の ゴ ー レ イ 符 号 Ａ ２ に 対 応 す る エ コ ー 信 号 と 、 第
２ デ コ ー ダ ３ ｄ に よ る 第 ２ 回 目 の デ コ ー ダ 符 号 と 、 デ コ ー ド 結 果 の 音 線 信 号 と 、 第 １ 回 目
の 音 線 信 号 と 第 ２ 回 目 の 音 線 信 号 と を 加 算 し て な る 第 ２ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 と を 示 す 概 念
図 で あ る 。
　 図 １ ０ の 第 ２ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 を 見 れ ば 判 る よ う に 、 打 ち 消 さ れ て “ ０ ” に な っ て い
る 。 す な わ ち 、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ で の エ コ ー 信 号 が 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ で の エ コ ー 信 号
に 干 渉 し な い こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ と 第 ２
サ ブ 走 査 面 ｐ ２ を 並 行 し て 走 査 し 且 つ 並 行 し て 送 信 す る 超 音 波 ビ ー ム や 受 信 す る エ コ ー 信
号 が 互 い に 干 渉 し な い か ら 、 従 来 と 同 じ 音 線 密 度 な ら フ レ ー ム レ ー ト を ２ 倍 に で き 、 従 来
と 同 じ フ レ ー ム レ ー ト な ら 音 線 密 度 を ２ 倍 に で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 送 信 部 ２ に お い て 、 エ ン コ ー ダ ２ ａ ， ２ ｄ を ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｂ ， ２ ｅ よ り 後 段
に 設 け て も よ い 。 ま た 、 受 信 部 ３ に お い て 、 デ コ ー ダ ３ ａ ， ３ ｂ を ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｂ ，
３ ｅ よ り 前 段 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
－ 第 ２ の 実 施 形 態 －
　 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 は 図 １ と 同 様 で あ る 。
　 但 し 、 超 音 波 探 触 子 １ は 、 第 １ ～ 第 ４ の セ レ ク タ を 持 っ て い る 。 ま た 、 送 信 部 ２ は 、 第
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１ ～ 第 ４ の パ ル サ ， 第 １ ～ 第 ４ の ビ ー ム フ ォ ー マ ， 第 １ ～ 第 ４ の エ ン コ ー ダ を 持 っ て い る
。 ま た 、 受 信 部 ３ は 、 第 １ ～ 第 ４ の プ リ ア ン プ ， 第 １ ～ 第 ４ の ビ ー ム フ ォ ー マ ， 第 １ ～ 第
４ の デ コ ー ダ を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 １ つ の 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 走 査 面 Ｐ は 、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １
～ 第 ４ サ ブ 走 査 面 ｐ ４ に 分 割 さ れ る 。
　 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ ～ 第 ４ サ ブ 走 査 面 ｐ ４ は 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 第 １ セ レ ク タ ～ 第 ４
セ レ ク タ で 選 択 さ れ る 振 動 子 １ ｅ に よ り 形 成 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ で は 、 第 １ エ ン コ ー ダ が 第 １ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ａ １ （ １
， １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 ２ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ａ ２ （ １ ， １ ） で 送 波 パ
ル ス を 変 調 し 、 第 ３ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ａ ３ （ １ ， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 し
、 第 ４ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ａ ４ （ １ ， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 す る 。 ま た 、 変
調 に 合 わ せ て 、 第 １ デ コ ー ダ が 、 エ ン コ ー ド 符 号 を 時 間 反 転 し た デ コ ー ド 符 号 で エ コ ー 信
号 を 復 調 す る 。 そ し て 、 第 １ 回 目 の 音 線 信 号 ～ 第 ４ 回 目 の 音 線 信 号 を 加 算 し て 第 １ サ ブ 走
査 面 音 線 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ サ ブ 走 査 面 ｐ ２ で は 、 第 ２ エ ン コ ー ダ が 第 １ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ １ （ １
， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 ２ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ ２ （ １ ， － １ ） で 送
波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 ３ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ ３ （ １ ， １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調
し 、 第 ４ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｂ ４ （ １ ， １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 す る 。 ま た 、 変
調 に 合 わ せ て 、 第 ２ デ コ ー ダ が 、 エ ン コ ー ド 符 号 を 時 間 反 転 し た デ コ ー ド 符 号 で エ コ ー 信
号 を 復 調 す る 。 そ し て 、 第 １ 回 目 の 音 線 信 号 ～ 第 ４ 回 目 の 音 線 信 号 を 加 算 し て 第 ２ サ ブ 走
査 面 音 線 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ３ サ ブ 走 査 面 ｐ ３ で は 、 第 ３ エ ン コ ー ダ が 第 １ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｃ １ （ －
１ ， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 ２ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｃ ２ （ １ ， １ ） で 送
波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 ３ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｃ ３ （ １ ， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変
調 し 、 第 ４ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｃ ４ （ － １ ， １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 す る 。 ま た
、 変 調 に 合 わ せ て 、 第 ３ デ コ ー ダ が 、 エ ン コ ー ド 符 号 を 時 間 反 転 し た デ コ ー ド 符 号 で エ コ
ー 信 号 を 復 調 す る 。 そ し て 、 第 １ 回 目 の 音 線 信 号 ～ 第 ４ 回 目 の 音 線 信 号 を 加 算 し て 第 ３ サ
ブ 走 査 面 音 線 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ４ サ ブ 走 査 面 ｐ ４ で は 、 第 ４ エ ン コ ー ダ が 第 １ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｄ １ （ １
， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 ２ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｄ ２ （ － １ ， １ ） で 送
波 パ ル ス を 変 調 し 、 第 ３ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｄ ３ （ １ ， １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調
し 、 第 ４ 回 目 の 送 信 時 は ゴ ー レ イ 符 号 Ｄ ４ （ － １ ， － １ ） で 送 波 パ ル ス を 変 調 す る 。 ま た
、 変 調 に 合 わ せ て 、 第 ４ デ コ ー ダ が 、 エ ン コ ー ド 符 号 を 時 間 反 転 し た デ コ ー ド 符 号 で エ コ
ー 信 号 を 復 調 す る 。 そ し て 、 第 １ 回 目 の 音 線 信 号 ～ 第 ４ 回 目 の 音 線 信 号 を 加 算 し て 第 ４ サ
ブ 走 査 面 音 線 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ２ の （ ａ ） は 第 １ 回 目 の 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ ～ 第 ４ サ ブ 走 査 面 ｐ ４ の エ ン コ ー ド 符
号 で あ り 、 （ ｂ ） は 第 ２ 回 目 の 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ ～ 第 ４ サ ブ 走 査 面 ｐ ４ の エ ン コ ー ド 符
号 で あ り 、 （ ｃ ） は 第 ３ 回 目 の 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ ～ 第 ４ サ ブ 走 査 面 ｐ ４ の エ ン コ ー ド 符
号 で あ り 、 （ ｄ ） は 第 １ 回 目 の 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ ～ 第 ４ サ ブ 走 査 面 ｐ ４ の エ ン コ ー ド 符
号 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 第 １ サ ブ 走 査 面 ｐ １ ～ 第 ４ サ ブ 走
査 面 ｐ ４ を 並 行 し て 走 査 し 且 つ 並 行 し て 送 信 す る 超 音 波 ビ ー ム や 受 信 す る エ コ ー 信 号 が 互
い に 干 渉 し な い か ら 、 従 来 と 同 じ 音 線 密 度 な ら フ レ ー ム レ ー ト を ４ 倍 に で き 、 従 来 と 同 じ
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フ レ ー ム レ ー ト な ら 音 線 密 度 を ４ 倍 に で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
－ 第 ３ の 実 施 形 態 －
　 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 は 図 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ３ は 、 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 送 信 部 ２ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
　 超 音 波 探 触 子 １ は 、 コ ン ベ ッ ク ス 配 列 さ れ た 多 数 の 振 動 子 １ ｅ を 具 備 し て い る 。
　 送 信 部 ２ は 、 符 号 変 調 を 行 う た め の 第 １ エ ン コ ー ダ ２ ａ お よ び 第 ２ エ ン コ ー ダ ２ ｄ と 、
所 望 の 音 線 方 向 に 送 波 パ ル ス を 送 信 す る た め の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｇ お よ び 第 ２ ビ ー ム
フ ォ ー マ ２ ｈ と 、 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｇ お よ び 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｈ の 両 方 か ら の 入
力 の 和 で 振 動 子 １ ｅ を 駆 動 す る た め の ２ 入 力 の パ ル サ ２ ｉ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ４ は 、 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 受 信 部 ３ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
　 受 信 部 ３ は 、 振 動 子 １ ｅ か ら の 信 号 を 増 幅 す る プ リ ア ン プ ３ ｉ と 、 所 望 の 音 線 方 向 か ら
の エ コ ー 信 号 を 受 信 す る た め の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｇ お よ び 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｈ と
、 符 号 復 調 を 行 う た め の 第 １ デ コ ー ダ ３ ａ お よ び 第 ２ デ コ ー ダ ３ ｄ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０
の よ う な セ レ ク タ １ ａ ， １ ｂ を 持 っ て い な い た め 、 第 １ エ ン コ ー ダ ２ ａ に よ る 符 号 変 調 と
第 ２ エ ン コ ー ダ ２ ｄ に よ る 符 号 変 調 と が 同 じ 送 波 パ ル ス に 加 わ る こ と に な る 。 し か し 、 第
１ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｇ に よ る 音 線 方 向 と 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｈ に よ る 音 線 方 向 と が 異 な
る た め 、 各 振 動 子 １ ｅ に お い て 第 １ エ ン コ ー ダ ２ ａ に よ る 符 号 変 調 と 第 ２ エ ン コ ー ダ ２ ｄ
に よ る 符 号 変 調 と に 時 間 ズ レ が あ り 、 完 全 に 打 ち 消 し 合 う こ と は な い 。 ま た 、 受 信 側 で は
、 第 １ デ コ ー ダ ３ ａ お よ び 第 ２ デ コ ー ダ ３ ｄ に よ り 、 図 ７ ～ 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 し た よ
う に 干 渉 が 抑 制 さ れ る 。 よ っ て 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 で も 、 干 渉 な く ２
本 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 で き 、 従 来 と 同 じ 音 線 密 度 な ら フ レ ー ム レ ー ト を ２ 倍 に
で き 、 従 来 と 同 じ フ レ ー ム レ ー ト な ら 音 線 密 度 を ２ 倍 に で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 送 信 部 ２ に お い て 、 エ ン コ ー ダ ２ ａ ， ２ ｄ を ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｂ ， ２ ｅ よ り 後 段
に 設 け て も よ い 。 ま た 、 受 信 部 ３ に お い て 、 デ コ ー ダ ３ ａ ， ３ ｂ を ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｇ ，
３ ｈ よ り 前 段 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
－ 第 ４ の 実 施 形 態 －
　 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 は 図 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ５ は 、 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 送 信 部 ２ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
　 超 音 波 探 触 子 １ は 、 コ ン ベ ッ ク ス 配 列 さ れ た 多 数 の 振 動 子 １ ｅ を 具 備 し て い る 。
　 送 信 部 ２ は 、 第 １ 周 波 数 の 搬 送 波 を 発 振 す る 第 １ 発 振 器 ２ ｊ と 、 第 ２ 周 波 数 の 搬 送 波 を
発 振 す る 第 ２ 発 振 器 ２ ｋ と 、 所 望 の 音 線 方 向 に 第 １ 周 波 数 の 搬 送 波 の 送 波 パ ル ス を 送 信 す
る た め の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｇ と 、 所 望 の 音 線 方 向 に 第 ２ 周 波 数 の 搬 送 波 の 送 波 パ ル ス
を 送 信 す る た め の 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｈ と 、 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｇ お よ び 第 ２ ビ ー ム
フ ォ ー マ ２ ｈ の 両 方 か ら の 入 力 の 和 で 振 動 子 １ ｅ を 駆 動 す る た め の ２ 入 力 の パ ル サ ２ ｉ と
を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ６ は 、 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 受 信 部 ３ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
　 受 信 部 ３ は 、 振 動 子 １ ｅ か ら の 信 号 を 増 幅 す る プ リ ア ン プ ３ ｉ と 、 所 望 の 音 線 方 向 か ら
の エ コ ー 信 号 を 受 信 す る た め の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｇ お よ び 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｈ と
、 第 １ 周 波 数 を 中 心 と す る 周 波 数 帯 域 の 信 号 の み を 抽 出 す る た め の 第 １ 周 波 数 フ ィ ル タ ３
ｍ と 、 第 ２ 周 波 数 を 中 心 と す る 周 波 数 帯 域 の 信 号 の み を 抽 出 す る た め の 第 ２ 周 波 数 フ ィ ル
タ ３ ｎ と を 具 備 し て い る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 周 波 数 の 違 い に よ っ て 干 渉 を な く し た ２ 本
の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 で き 、 従 来 と 同 じ 音 線 密 度 な ら フ レ ー ム レ ー ト を ２ 倍 に で
き 、 従 来 と 同 じ フ レ ー ム レ ー ト な ら 音 線 密 度 を ２ 倍 に で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 受 信 部 ３ に お い て 、 周 波 数 フ ィ ル タ ３ ｊ ， ３ ｋ を ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｇ ， ３ ｈ よ り
前 段 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
－ 第 ５ の 実 施 形 態 －
　 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 は 図 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ７ は 、 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 送 信 部 ２ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
　 超 音 波 探 触 子 １ は 、 コ ン ベ ッ ク ス 配 列 さ れ た 多 数 の 振 動 子 １ ｅ と 、 振 動 子 １ ｅ を 選 択 し
て 駆 動 す る た め の 第 １ セ レ ク タ １ ａ お よ び 第 ２ セ レ ク タ １ ｂ と を 具 備 し て い る 。
　 第 １ セ レ ク タ １ ａ お よ び 第 ２ セ レ ク タ １ ｂ は 、 音 線 方 向 の 変 更 に 応 じ て 図 １ ７ の 実 線 の
位 置 か ら 破 線 の 位 置 ま で １ 振 動 子 ず つ シ フ ト し て い く 動 作 を 循 環 的 に 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 送 信 部 ２ は 、 第 １ 搬 送 波 を 発 振 す る 発 振 器 ２ ｍ と 、 第 １ 搬 送 波 の 位 相 を ９ ０ ゜ シ フ ト し
て 第 ２ 搬 送 波 と す る 位 相 シ フ タ ２ ｎ と 、 所 望 の 音 線 方 向 に 送 波 パ ル ス を 送 信 す る た め の 第
１ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｂ お よ び 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ２ ｅ と 、 振 動 子 １ ｅ を 駆 動 す る た め の 第
１ パ ル サ ２ ｃ お よ び 第 ２ パ ル サ ２ ｆ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ８ は 、 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 受 信 部 ３ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
　 受 信 部 ３ は 、 振 動 子 １ ｅ か ら の 信 号 を 増 幅 す る 第 １ プ リ ア ン プ ３ ｃ お よ び 第 ２ プ リ ア ン
プ ３ ｆ と 、 所 望 の 音 線 方 向 か ら の エ コ ー 信 号 を 受 信 す る た め の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｂ お
よ び 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｅ と 、 第 １ 搬 送 波 の 位 相 お よ び そ の 近 傍 の 位 相 の 信 号 の み を 抽
出 す る た め の 第 １ 位 相 フ ィ ル タ ３ ｍ と 、 第 ２ 搬 送 波 の 位 相 お よ び そ の 近 傍 の 位 相 の 信 号 の
み を 抽 出 す る た め の 第 ２ 位 相 フ ィ ル タ ３ ｎ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 搬 送 波 の 位 相 の 違 い に よ っ て 干 渉 を な く し
た ２ 本 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 で き 、 従 来 と 同 じ 音 線 密 度 な ら フ レ ー ム レ ー ト を ２
倍 に で き 、 従 来 と 同 じ フ レ ー ム レ ー ト な ら 音 線 密 度 を ２ 倍 に で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 受 信 部 ３ に お い て 、 位 相 フ ィ ル タ ３ ｍ ， ３ ｎ を ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ｇ ， ３ ｈ よ り 前
段 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
－ 他 の 実 施 形 態 －
　 走 査 面 を ２ 以 上 の サ ブ 走 査 面 に 明 確 に 分 け な く て も 、 音 線 方 向 を 異 な ら せ る と 共 に 互 い
に 干 渉 し な い よ う に し た ２ 本 以 上 の 超 音 波 ビ ー ム で 並 行 し て 走 査 す れ ば 、 上 述 の 実 施 形 態
と 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 お よ び 送 信 部 の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 お よ び 受 信 部 の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 走 査 面 を ２ つ の サ ブ 走 査 面 に 分 割 し た 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る １ 回 目 の エ ン コ ー ド 符 号 ， 送 波 駆 動 信 号 お よ び 送 波 パ ル
ス を 示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ２ 回 目 の エ ン コ ー ド 符 号 ， 送 波 駆 動 信 号 お よ び 送 波 パ ル
ス を 示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 の 生 成 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 ２ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 の 生 成 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 に 第 ２ サ ブ 走 査 面 の エ コ ー 信 号
が 干 渉 し な い こ と を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 ２ サ ブ 走 査 面 音 線 信 号 に 第 １ サ ブ 走 査 面 の エ コ ー 信
号 が 干 渉 し な い こ と を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 走 査 面 を ４ つ の サ ブ 走 査 面 に 分 割 し た 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 回 目 ～ 第 ４ 回 目 の エ ン コ ー ド 符 号 を 示 す タ イ ミ ン
グ 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 お よ び 送 信 部 の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 お よ び 受 信 部 の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 お よ び 送 信 部 の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 お よ び 受 信 部 の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 お よ び 送 信 部 の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 お よ び 受 信 部 の 詳 細 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 １ ０ ０ 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 送 信 部
　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 受 信 部
　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス キ ャ ン コ ン ト ロ ー ラ
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 信 号 処 理 回 路
　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｄ Ｓ Ｃ
　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ Ｒ Ｔ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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